
阿久比町教育委員会と知教労との話し合いまとめ
２０１５年１０月２６日（月）１７：００～

参加者 町教委：石井勝巳教育長、中野邦充指導主事
知教労：佐田京美、岩澤弘之、岡崎良久

１ 出退校時刻の記録、及び労働安全衛生体制
の整備・運用について

組合：現状では昼休憩は実質取れていない
ので、超過労働時間の把握としては、
（退校した時刻）－（出校した時刻）－（７時間 45 分）＝超過時間
と、とらえるよう指導してほしい。

教委：具体的な指示は出していないが、実態
に沿って把握するのがよい。

組合：職員が休憩のとれないまま７時間 45 分
連続して勤務した場合は、その時点で拘束
を解くということについて、周知されてい
るか。昨年はそのように同意されていた。

教委：上手に対応していると理解している。
組合：各校の労働時間状況を教育委員会とし

て把握しているか。
教委：毎月、８０時間以上は名前と時間数を

把握している。
組合：各学校の労働安全衛生体制の整備につ

いては教育委員会として把握しているか。
教委：東部小と阿久比中には衛生委員会があ

る。細かい中身までは聞いていない。
組合：阿久比中では、労働時間の記録を話題

にはしており、長時間にわたる職員には、
声をかけているようだ。しかし、実質長時
間労働は減っていかないので、根本的なと
ころを変えない限り、改善がない。
資格のある産業医の確保はどのようになっ
ているか。また、衛生推進者はどのように
決めているか。

教委：校医が産業医の資格を持っている。衛
生推進者は保健主事か養教で、各校で決め
ている。

組合：研修を受けていないと何をやっていい
のかわからないので進まない。推進者に資
格を取らせるのが次の段階の教委の仕事。
産業医についても、単なる健康相談ではな
く、この働き方でよいのかと、是正勧告を
するのが仕事のはずである。産業医にかか
るべき職員には、強く言わなければ忙しい
ので行かない。対策を。

２ 日常の勤務の割り振り変更について
組合：勤務の割り振りの対象となる業務は、

比較的阿久比町は細かくできている。日直
業務も全員に割り振るべきである。

教委：校長が命じた業務は割り振り対象だ。
組合：割り振り変更の時間がきちんと消化さ

れているか、把握しているか。
教委：一人一人までは把握していない。
組合：長期休業中でも部活動指導などで割り

振り時間を消化できていない人もいるので、
消化させるよう指導してほしい。

組合：修学旅行や林間で南部小はバスの中が
休憩時間に設定されているが、バス内なの
で行動に制限があり、休憩時間にはあたら
ない。改善を。

教委：指導する。

３ 絶対的な仕事量の削減について
組合：鳥居裁判の判決結果により明確となっ

た、黙示的命令であっても包括的な職務命
令に基づいた勤務時間外の職務遂行と認め
られることを確認してほしい。

教委：公務災害認定上の裁判結果と聞いてい
る。

組合：公務災害として認定される条件として、
鳥居先生が行ってきた部活動指導などが職
務であったと認められた裁判であった。
４月に個々の担当分掌を任せられ、その任
の仕事内容の一つ一つに個別の命令がなく
ても、それらは包括的な職務命令であった
と言うことである。

教委：全てがそうではない。子どものために
動いてもらっているので職務に近いだろう。
しかし、在校している時間が全て職務とは
限らない。どれを削減すると勤務時間に近
づいていくかは、考えていきたい。

組合：部活動指導は職務として行っているも
のであることを確認してほしい。

教委：職務とはとらえていない。特業手当て
で対応してもらっている面もある。

組合：特業をもらうのは職務だから。職務で
ないのなら、手当ては出ない。仕事だから
やっているのである。

組合：判決も踏まえ、部活動指導が職務でな
いという根拠は崩れているというのが、今
の到達点である。

教委：到達点はそうである。
組合：部活動指導は長時間労働の最も大きな

要因であると考える。昨年は教委も同様の
考えだった。知教労は昨年同様、部活動を
学校から完全に切り離すことを要望する。
当面、今できることから実施するよう指導
してほしい。

・生徒の希望選択制
・教師の顧問希望制
・指導者の希望がない部活は町で指導者

を立てる
・朝部を廃止
・土日どちらかは休みに かつ半日練習で



・週の２日は休みに
昨年度以来、継続審議された現段階の状況
を教えてほしい。

教委：第１日曜も休みにした。長期休業と土
曜日は４時間にしている。文科省が出した
例に近づいている。

組合：小学校での部活動の実態はどうか。
教委：３校だけ金管をやっている。あとは部

活動はない。
組合：小学校も部活動はやめるべきである。

部活動をする根拠はない。

組合：職場体験学習をやめてほしい。 キャリ
ア教育を否定しているわけではなく、「体
験」をやめるということ。教師陣は工夫し
働きかけているので、それなりに「体験は
よかった」という感想があるのはいわば当
然。しかし、中学生の身で体験できる内容
は一部に限られ、その割りには手配や事前
事後の指導にたいへんな労力がかかり、負
担増となってる。県の推奨事業に手を挙げ
るのではなく、学校の主体性に任せてほし
い。来年度の話が来ているのではないか。

教委：チェックしてみる。

組合：町が負担する副読本は現場の声を聞い
て、取捨選択できるようにしてほしい。

教委：今後も、校長会等と話し合っていきた
い。

４ 学校訪問について
組合：学校訪問は要請訪問か、計画訪問か。
教委：要請訪問である。
組合：要請するかどうかを職員会で協議した

ことは一度もない。要請訪問であるならば、
要請しないということもあり、か。

教委：研究していることに指導を受けるので、
要請しないことはないと考えている。
組合：昨年は年に一度はきちんと指導案を
書 くことは大事との話があった。教務校
務が 指導案を書かないのは筋が通らない。
県の 基準では教頭まで、授業する位置づ
けにあ るので、教頭まで授業すべき。指
導案も出 すよう指導するならば、教頭ま
で出すべき。 教委がいう主旨であるなら
ば、年に一度は 学校訪問で授業すべきで
ある。

また、教務が全ての指導案を細かくチェ
ックするのは教務にとっての超過労働の原
因になっている。一人で見ることはない。

当面、指導案の簡略化や、全員の公開を
やめることも視野に訪問を半日日程とする
など、学校訪問にかかわる事務が軽減され
るようにしてほしい。

教委：過度な教室環境などは求めない。見さ

せてもらう方からすると、指導案があると
理解しやすい。

５ 暴風警報に伴う児童生徒の対応について
組合：近隣の市町が下校や自宅待機の場合は

阿久比町に警報が出ていなくても同等の扱
いにしてほしい。中学校は移動範囲が広い。

教委：現在、検討しているところである。

６ 阿久比町幼保小中一貫教育について
組合：きりのよい段階で、解消してほしい。

連携を取ること、共通して学び育みたいこ
とを模索することは大切だが、「一環」と
して全国発表するような大それた実践をし
ているわけではない。どの学校も当たり前
のことを当たり前に実践することが最も重
要だと考える。

教委：幼保小中一貫教育は続けていく方向。
２８年度は全国発表があるが、その後、見
直しをする。３年ごとの発表から、もう少
し間隔を開けるか、も含めて見直しをする
ので、中身は未定である。

７ スクールソーシャルワーカーの設置について
組合：子どもたちの悩みが学校だけにとどま

らず、家庭や社会とつながる問題である場
合の相談・解決の窓口として必要だと考え
る。

教委：教育委員会も必要と考えるが、予算の
関係もある。今後、検討材料とする。

８ 全国学力状況調査について
組合：競争のないように、今後も公開しない

ようにしてほしい。
教委：公表はしない。

９ 道徳の評価について
組合：児童生徒の内心の評価とならないよう、

また、評価実務にあたっては教員の負担に
ならない方法にするよう研究を進めてほし
い。

教委：研究していく。

１０ 公費負担について
組合：教職員のインフルエンザ予防接種費用

と教員免許更新費用を公費で補助してほし
い。（インフルエンザ補助は半田市は実施）

教委：働きかけをする。

１１ 就学時検診について
組合：学校に委託せず、保健施設で実施する

ようにしてほしい。（武豊町は実施）
教委：現段階では、体制が取れていない。

以上


